
                           

 

 

6 月に千葉県で飲酒運転のトラックが下校中の小学生の列に突っ込み、

5 人の児童が死傷する痛ましい事故が発生しました。今、全国的に登下校

の安全が見直されています。 

雫石小学校では、地域学習で児童が道路を渡る時、「自分の目で見て

判断して渡ってください」と声掛けを行っています。児童は判断力がつ

き、自分の安全は自分で守るんだと意識することになります。 

雫石町の各小学校では、スクールガードや、地域の見守り団体がボラ

ンティアで登下校時の安全を見守ってくれています。保護者はこのよう

な方々の活動に感謝しながら子どもを見送っていることでしょう。しか

し、高齢化により見守り活動をしてくださっている方の人数が減ってき

ているのが現状です。御所小学校では今年から、ＰＴＡ会員に腕章を配布し、農作業や散歩をしながら見守る「な

がら見守り」の取り組みを始めました。我が子や孫が登校する時間帯、5 分でも 10 分でも自分の家の前に立ち「お

はよう」「行ってらっしゃい」と声をかけるのも見守り活動です。無理なく出来ることから始めてみませんか？  

児童、保護者、学校、地域が連携していくことで、安心して住み続けることが出来る雫石町にしていきましょう。 

 

 

  

 

6 月 28 日（月）御明神小学校 5、6年生が橋場地区にある学校林で体験学習を行いました。この活動は、旧御明神

小学校と、旧橋場小学校が統合する以前から年に一度、合同で行われていたものです。この日は学校林管理会や、保

護者が参加し、指導しながら子どもたちと活動してくださいました。子どもたちは緑の

少年団の赤い帽子と緑のスカーフの衣装で、4年前に植樹した杉が 1年間でどのくらい成

長したかを計測し、下草刈りを行いました。学校林管理会副会長の千葉さんは、「子ども

たちにとって、鎌を使う実体験や自然との触れ合いは

大切だ。自分も森林の仕事をしているから、大変さも

よくわかる。夏は暑いし、急斜面も多く、熟練の技術

や知識を必要とする場面も多い。体験を通して、この

中の一人でも山に興味を持ってくれればいいな。39

ヘクタールの学校林を次の時代にも繋げられればい

い」と話してくださいました。                            

現在、雫石町で学校林体験を行っているのは御明神小

学校だけになりました。児童は枝打ちや下草刈りをしなければ山が荒れてしまう

ことを知り、雫石の美しい山林がこのような活動で守られていることを学んでいました。
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自分の命は自分で守る

児童・生徒

我が子の命は親が守る

保護者

子供に安全教育をする

学校

子供の安全を地域で守る

スクールガード

地域住民

命の責任

なかなか切れないな 

何センチ伸びたかな？ 
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七ツ森小学校 

6月 29日（火）七ツ森小学校 6年生 11名は「小岩井

農場と越前堰」の地域学習に行ってきました。七ツ森小

は今から 36年前、昭和 60年に閉校した私立小岩井小学

校と、雫石小学校の

一部が統合してでき

た学校です。小岩井

農場の野澤さんによ

ると、旧小岩井小学

校で先生が足りない

ときは、小岩井農場

の従業員が先生にな

って授業をしたそうです。 

また、国の重要文化財指定の

旧厩舎が、細田守監督の「未来

のミライ」という映画の馬小屋

のモデルになっていることなど

興味深い話を聞きました。 

越前堰の見学では、電気のな

い時代に「水の原理」を利用し

て堰を作った昔の人は凄い！と

驚いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西山小学校 

6 月 30 日（水）西山小学校 3 年生 30 名は自分たち

が住む地域について

学ぶため、西山めぐり

に出かけました。雫石

神社（雫石たんたん）

では、総代の西田さん

と、松本さんに神社の

歴史や伝説について

のお話を聞きました。

岩手山神社では、この日が「夏越の祓（なごしのはら

え）」という半年間の厄を祓う日で、二人一組で鳥居に

取り付けられた茅の輪をくぐってきました。宮司の笹

田さんは、こうして子どもたちに伝える機会があるの

は大切だとおっしゃ

います。玄武洞、葛根

田水力発電、弘法桜は

西山小学校の前職員

の佐藤賢治先生がゲ

ストティーチャーと

して児童たちに説明

してくださいました。 

 

「未来のミライ」のシーン 

茅の輪くぐりをする児童 

国の天然記念物 玄武洞 

 地域の人たちの話を聞きながら、子どもたちが地域を知ることは、地域貢献になることを実感しました。七ツ森

小学校と、西山小学校の地域学習は、関敬一さんが学習資料を作成し、地域の方にゲストティーチャーの依頼をし

てくださいました。関さんは、「滴石史談会」や「宮澤賢治を語る会」での活動や、「しずくいし少年少女歴史教

室」の講師をされている方です。この雫石独自の素晴らしい取り組みを、絶やさずに継承していきたいですね。 

 

 

 

 

          

６/８(火)、６/９(水)   ６/２４(木)       ６/２６(土)               ７/１（木）、７/２（金） 

雫石小学校３年生    西山小学校６年生    七ツ森小学校       御所小学校 

町探検で身近な地域の  陽和郷自然保全の会   ＰＴＡ、地域の方と    地域の方による登校時 

様子を探索中      との花植え       スワンスロープ刈払い   一斉見守り活動 

 

越前堰の見学 

そのほかの地域学校協働活動


